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卒業おめでとう！！ 
 北条高等学校定時制、最後の卒業生の皆さん、おめでとうござい

ます。４年間の修業期間を終えて、無事卒業できること、君たち自

身も当然ですが、それ以上に、保護者の皆様の喜びも一入と思いま

す。 

 昼間は働き、夜学校へ通う生活を４年間続けることは、決して楽

なことではありません。本校に限らず、夜間定時制に通う多くの高

校生が、途中で卒業をあきらめている現状を見れば、皆さんの頑張

りがどれほどすばらしいものであったかが、よく分かります。さら

に、定時制課程の長い歴史の最後の生徒として、自覚を持ってこの

一年間を過ごしてくれたのではないかと思います。振り返ってみ

て、4人の生徒諸君にあらためて感謝したいと思います。われわれ、

教職員は決して十分なことができたとは言えません。逆に、皆さん

に助けられたことも多かったと思います。 

 君たちが生きていくこれからの日本は、決して若者に優しい国では 

無くなっていると思います。しかし、やはり私たち大人は、若者に期待しなければなりません。ぜひ、頑張ってほしい。贅沢で

なくても幸せな人生を送ってくれることを心から願っています。  

防災講演会 
 1月18日に防災講演会を実施し

ました。阪神淡路大震災から17年

目、そして昨年の東日本大震災で

犠 牲 に な ら れ た 方 々 の 追 悼 の た

め、まずは、全員で黙祷をしてか

ら講演会に入りました。講師で来

てくださったのは、加西消防署の

上坂さんでした。急にピンチヒッターとして来ていただいたのです

が、なんと、上坂さんは本校のOBでした。定時制を卒業し、消防署

員として活躍されている先輩と聞いて、生徒たちの背筋もいつもよ

り伸びた様子でした。防火・防災についてや、震災での救助活動の

話は当然でしたが、高校時代の話や、定時制を卒業した後、社会人

として活躍していく中で、いかに勉強し続けることが大切かという

ことを話してくださいました。私たちが、普段言い続けるより、生

徒の心には染み込んでいったのではないでしょうか。 

閉校式典実行委員会の皆様、 

          ありがとうございました！！ 
 このたびの閉校を迎えるに当たり、きちっとした形で最後の幕

を閉じたいということで、卒業生の大先輩方が、実行委員会を組

織され、閉校式典の準備と、閉校記念誌の編集をしていただきま

した。合計６回に渡って、実行委員会を開催し、すばらしい式典

にするため企画を練られました。先輩方の母校に対する熱い思い

を感じることができま

した。また、同時に母

校がなくなるという寂

しさも大きかったと思

います。それだけにわ

れわれ教職員も、身の

引き締まる思いで準備

をしてきました。 

 当日は、きっとすば

らしい式典になること

を信じています。 

定時制最後の生徒と教職員 

新春恒例カルタ大会 
 ３学期は、恒例のカルタ大会から始まりました。昨年に引き続

き、交流を続けてきたボランティアグループの“きずな”から５名

の方に参加いただき、にぎやかに実施できました。個人戦とペア戦

を実施しました。終わった後は、特製豚まんに舌鼓を打ち、楽しい

時間が終了しました。 

 【結果】 優勝：小路裕太 ２位：香月雄輝 ３位：池田真一 

  

カルタ大会 熱戦の様子 

卒業記念品ありがとうございました！！ 
 卒業生が積み立てたお金を使って、学校や後輩に役立つ物

を卒業記念品として、毎年、寄贈してもらっています。いよ

いよ最後の卒業生ですので、学校がなくなっても、永く定時

制のメモリアルとして残す物として、

定 時 制 の「希 望 の像」の横 に、「兵庫

県立北条高等学校定時制課程 卒業生

総数１９５９名」と刻んだ碑を建立し

てもらうことにしました。何十年か先

に、母校を訪ねてもらえる機会があれ

ば、ぜ ひ 見 て も ら い た い も の で す。

「希望の像」とともに大切に守ってい

きたいと思います。また、全員で彫っ

て作成した校歌の額も生徒昇降口の壁

に設置することになっています。楽し

みです。 

【重要！！】 今後の証明書等の発行について 
 定時制課程は閉校となりますが、全日制課程は今後も存続しますので、卒業証明書等の書類発行については、北条高等学校

事務室に申し込んで下さい。なおその際、一通につき４００円が手数料として必要となります。 


